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「看護学教育評価検討委員会」 

 

 

１．構成員 

１）委員 

委員長：小山眞理子（日本赤十字広島看護大学） 

委 員：内布敦子（兵庫県立大学）、江川幸二（神戸市看護大学）、大野かおり（兵庫県立大学）、 

亀井智子（聖路加国際大学）、北川眞理子（人間環境大学）、佐々木幾美（日本赤十字看護大学）、 

添田啓子（埼玉県立大学）、髙橋眞理（順天堂大学）、田中美恵子（東京女子医科大学）、 

服部智子（日本赤十字広島看護大学）、安田貴恵子（長野県看護大学）、柳田俊彦（宮崎大学） 

 

２）協力者 

 無し 

 

２．趣旨 

  平成 28 年度から検討してきた「看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」に 

ついてさらに検討を重ねた。今回の改訂では、生物学的存在として、また生活者として存在する人間 

を包括的に理解する能力として、「Ⅰ群 対象となる人を全人的に捉える基本能力」を増設し、その 

中に「1．看護の対象となる人と健康を包括的に理解する基本能力」、「2．人間を生物学的に理解しア 

セスメントに活かす基本能力」、「3．人間を生活者として理解しアセスメントに活かす基本能力」、「4． 

人間を取り巻く環境について理解しアセスメントに活かす基本能力」の 4つのコアコンピテンシーを 

示した。さらに地域や在宅での看護ニーズの高まりに対応できる人材育成に向けて、Ⅴ群の名称を「多 

様なケア環境とチーム体制に関する実践能力」と改め、「18．地域で生活しながら療養する人と家族 

を支援する能力」を追加した。検討を重ね、Ⅰ～Ⅵ群までの 6群 25 項目の「看護学士課程における 

コアコンピテンシーと卒業時到達目標（案）」を作成した。従来は「看護実践能力」と称していた能 

力を「コアコンピテンシー」と称することについて理事会の承認を得て 6群 25 項目のコアコンピテ 

ンシーおよびそれぞれの卒業時の到達目標と教育内容（例）を設定した。さらに、看護学士課程教育 

においてこれらのコンピテンシーをどのように積み上げていくかイメージ化するための図も再検討 

した。 

作成した報告書（案）について、平成 29 年度の会員校 265 校へメール送信し「意見聴取」を行っ 

た。また、同年 12 月 25 日に、日本看護系大学協議会主催の「看護学士課程教育の質を高めるカリキ 

ュラム開発に関する研修会」にて検討の経緯及び内容を報告し、会場で「意見聴取」への協力を求め 

た。意見聴取後修正した「看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」を平成 

30 年 3 月 24 日に報告するとともに、報告書を作成し、6月に会員校に発送予定である。 

 

３．活動経過 

第１回会議を 2017 年 5 月 20 日(土)に開催した後、計 6回の全体会議を開催し、検討を重ね、6群 

25 項目の「看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」を報告書としてまとめ 

た。 

ここではその概要について、コアコンピテンシーに基づく看護学士課程教育の構造（「看護学士課 
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程教育におけるコアコンピテンシ―と卒業時到達目標」平成 30 年 6 月 第２章より抜粋）について 

述べる。コアコンピテンシーを看護学士課程の中にどのように位置づけ、教育をすすめていくのかに 

ついて、以下に説明する。 

 

1）コアコンピテンシーに基づく看護学士課程教育の構造の概要（図 1） 

コアコンピテンシーに基づく看護学士課程教育の構造を図 1に表した。横軸は、学修の積み重ね 

としての学年進行を示している。4年間にわたる学士課程教育においては、どのような専攻分野で 

あっても身につけることが求められる学士力を大学教育の基盤として位置づけた。看護学士課程教 

育においては、学士力と相互に関連し合いながら、看護職を目指す者に必要なコアコンピテンシー 

を身につけることが求められる。したがって、その内容を学士力の上に積み重ねる形で示した。 

具体的には講義・演習・実習という様々な教育方法を有機的に組み合わせながら、「Ⅰ群 対象

となる人を全人的に捉える基本能力」をベースにⅡ群からⅤ群までのコアコンピテンシーを育成し

ていくことを表している。「Ⅵ群 専門職として研鑽し続ける基本能力」のコアコンピテンシーに

ついては、後述する学士力に含まれる「生涯学習力」に相当すると考えられるため、Ⅰ群からⅤ群

のコアコンピテンシーとは別に示した。 

学年進行とともに学士力や各コアコンピテンシーが徐々に発展し、統合実習などの機会により、

専門職あるいは看護学として学びの統合を図り、最終的には学生が「卒業時の到達目標」を達成で

きるようにするためのカリキュラムを、各大学が構築していく必要がある。学士力や、6つの群 25

のコアコンピテンシーの内容、および卒業時の到達目標などは、各大学のカリキュラムポリシーや

ディプロマポリシーとも関連するものである。したがって、各大学はこれらコアとなる要素をカリ

キュラムに取り入れ、ディプロマポリシーとの関連性を検討し、独自の看護学士課程教育の構築を

していくことが求められる。 

以下では、図に含まれる重要な要素の概要について説明する。 

 

2）学士力について 

学士力については、中央教育審議会の「学士課程教育の構築に向けて」（中央教育審議会大学分

科会制度・教育部会、平成 20 年 3 月 25 日）の報告書にその内容が明記されている。それによると

「学士力」とは、学士課程の各専攻分野を通じて培う力であり、教養を身に付けた市民として行動

できる能力である。具体的には、「1. 知識・理解」、「2．汎用的技能」、「3．態度・志向性」、「4．

統合的な学習経験と創造的思考力」の 4つがあげられている。   

「1．知識・理解」に関しては、看護学の基本的な知識を体系的に理解するとともに、その知識

体系の意味を歴史・社会・自然と関連付けて理解することが必要となる。そのためには人文科学、

社会科学、自然科学および多文化・異文化に関する知識（いわゆる一般教養科目群）を理解するこ

とが求められる。 

「2．汎用的技能」は、「知的活動でも職業生活や社会生活でも必要な技能」であるとされている。

これには「コミュニケーション・スキル」「数量的スキル」「情報リテラシー」「論理的思考力」「問

題解決力」が含まれている。「コミュニケーション・スキル」は主にコアコンピテンシー「Ⅱ群 ヒ

ューマンケアの基本に関する実践能力」の中の「6.実施する看護を説明し意思決定を支援する能力」

や「7．援助的関係を形成する能力」、および「Ⅴ群 多様なケア環境とチーム体制に関する実践能

力」の「22．保健医療福祉チームの一員として協働し連携する能力」などと関係する。「情報リテ
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ラシー」「論理的思考力」「問題解決力」はコアコンピテンシー「Ⅲ群 根拠に基づき看護を計画的

に実践する能力」と関係するなど、学士力の「2．汎用的技能」は、コアコンピテンシーの内容と

直接的かつ密接に関連していることがわかる。したがって、看護学士課程教育におけるコアコンピ

テンシーを身につける上でも基本となる必須の能力である。 

「3．態度・志向性」には、「自己管理力」「チームワーク、リーダーシップ」「倫理観」「市民と

しての社会的責任」「生涯学習力」が含まれている。「自己管理力」「生涯学習力」は、コアコンピ

テンシー「Ⅵ群 専門職として研鑽し続ける基本能力」の内容と関係している。「チームワーク、

リーダーシップ」は、コアコンピテンシー「Ⅴ群 多様なケア環境とチーム体制に関する実践能力」

の「22. 保健医療福祉チームの一員として協働し連携する能力」と関係し、「倫理観」はコアコン

ピテンシー「Ⅱ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力」の「5．看護の対象となる人々の尊

厳と権利を擁護する能力」と関係するなど、多くのコアコンピテンシーと関連していることがわか

る。 

「4．統合的な学習経験と創造的思考力」は、「これまでに獲得した知識・技能・態度などを総合

的に活用し、自らが立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決する能力」であるとされ

ている。これは、看護学士課程教育においては、個々の能力を統合して専門職として、あるいは看

護学の視点で問題解決する力を身につけることを意味しており、まさに図 1の「看護学・専門職と

しての学びの統合」に相当するものだと考えられる。 

以上のように、学士力はどのような学士課程の専攻分野であっても身につけることが求められる

能力であるが、看護学士課程教育においては、コアコンピテンシーと非常に密接に関連しており、

図 1でも基盤として位置づけている。 

 

3）コアコンピテンシーについて 

① Ⅰ群 対象となる人を全人的に捉える基本能力 

「Ⅰ群 対象となる人を全人的に捉える基本能力」は、看護の対象となる人間を全人的に理解す

ることができる能力を意味している。看護の対象となる人や健康の捉え方は、これ以外のすべての

コアコンピテンシーの育成に大きく影響を与えるものであるため、看護学士課程においては主とし

て 1,2 年次に教育がおこなわれる。この基本能力は 1,2 年次の基礎看護学実習や、3,4 年次の各分

野の看護学実習において、看護の対象となる人を理解することを通じて、さらに深化していくもの

である。したがって「Ⅰ群 対象となる人を全人的に捉える基本能力」は、Ⅱ群からⅤ群までのす

べてのコアコンピテンシーの基盤となるものである。 

また看護における全人的な人間理解のために必要な能力として、「1．看護の対象となる人と健康

を包括的に理解する基本能力」を身につけることが必要である。しかし、それだけでなく、「Ⅲ群 

根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」に含まれる、「10．健康レベルを成長発達に応じてア

セスメントする能力」、「11．個人と家族の生活をアセスメントする能力」、「12．地域の特性と健康

課題をアセスメントする能力」など、主として実習の中でさまざまな特性をもつ看護の対象をアセ

スメントする能力の基礎を「Ⅰ群 対象となる人を全人的に捉える基本能力」として身につける必

要がある。それが「2．人間を生物学的に理解しアセスメントに活かす基本能力」、「3．人間を生活

者として理解しアセスメントに活かす基本能力」、「4．人間を取り巻く環境について理解しアセス

メントに活かす基本能力」などである。 

全人的に対象を捉える能力は、看護学教育カリキュラムの早い段階で学修する必要がある。この
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能力は、看護学の全課程を通して講義・演習・実習で更に深化していくものである。 

 

② Ⅱ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力 

「Ⅱ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力」は、様々な生活背景をもつ人々の多様な価値

観・世界観を尊重し、看護の対象となる人々を擁護するヒューマンケアを実践することに関する能

力を意味している。それには、「5．看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護する能力」、「6．実

施する看護を説明し意思決定を支援する能力」、「7．援助的関係を形成する能力」が含まれている。

これらは日本看護協会が示す「看護者の倫理綱領」に記載されている看護師としての倫理的な価値

や義務に相当する内容である。「看護者の倫理綱領」は、あらゆる場で実践を行う看護師の行動指

針として示されたものであるため、「Ⅲ群 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」、「Ⅳ群 特

定の健康課題に対応する実践能力」、「Ⅴ群 多様なケア環境とチーム体制に関する実践能力」の基

盤となるコアコンピテンシーであると考えられる。 

 

③ Ⅲ群 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力 

「Ⅲ群 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」は、多様な対象の特性や状態を理解した上

で、科学的な最新の知識・技術を用いて、必要とされる看護を判断し、計画的に実践する能力を意

味している。それには看護援助技術を適切に実施できる能力や、多様な対象をアセスメントする能

力、根拠に基づき計画的に看護実践を行う能力などが含まれている。これらは「Ⅰ群 対象となる

人を全人的に捉える基本能力」や「Ⅱ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力」のコアコンピ

テンシーを基盤としながら、「Ⅳ群 特定の健康課題に対応する実践能力」に含まれるさまざまな

対象特性に応じて、根拠に基づいた看護実践を行うために必要な能力である。 

 

④ Ⅳ群 特定の健康課題に対応する実践能力 

「Ⅳ群 特定の健康課題に対応する実践能力」は、特定の健康課題として、人々の健康生活の保

持増進と健康障害の予防、急激な健康破綻と回復、慢性疾患及び慢性的な健康課題、エンドオブラ

イフに焦点をあて、それらの状況・状態にある人々およびその家族に対して、関わる能力を意味し

ている。それには、人が誕生してから高齢期を迎え、死に至る間の全ライフステージ、あらゆる健

康レベル、あらゆる状況における健康課題や対象特性に応じて対象を理解し、看護を提供できる能

力を含んでいる。 

 

⑤ Ⅴ群 多様なケア環境とチーム体制に関する実践能力 

「Ⅴ群 多様なケア環境とチーム体制に関する実践能力」は、他の専門職との協働によりチーム

医療を構築し、さらに施設内及び在宅での看護の対象となる人々の状況に合わせてケアをマネジメ

ントし、看護機能を発揮することにかかわる能力を意味している。それには看護管理的な内容や、

多職種連携、社会環境の変化に伴う看護の創造などの内容が含まれている。 

 

⑥ Ⅵ群 専門職として研鑽し続ける基本能力 

「Ⅵ群 専門職として研鑽し続ける基本能力」は、看護職としての専門的能力を生涯にわたって

主体的かつ継続的に発展させていくことにかかわる能力を意味している。これは看護の対象に対す

る実践能力そのものではなく、継続的な自己研鑽の内容を含み、自己啓発能力や生涯学習力を意味
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するため、実践能力と並行し専門職に求められるものである。 

 

これらⅠ～Ⅵ群のコアコンピテンシーは、実習と講義・演習の相互フィードバックにより発展し、

卒業時の到達目標達成に向け、看護学・専門職としての学びを統合する。 

 

4) コアコンピテンシーに基づく実習（図 2) 

看護学教育において実践能力を修得するには、実習は重要な位置づけである。講義や演習で学ん

だⅠ～Ⅵ群のコアコンピテンシーは、臨地実習において、看護の対象となる人との相互作用を通し

て発展する。コアコンピテンシーを実習でどのように活用できるか、一例を図 2に示した。 

例えば臨地実習において「Ⅳ群 特定の健康課題に対応する実践能力」を修得するためには、14，

15，16，17 のコアコンピテンシーが必要であり、円の中央に表した。さらにⅢ群に含まれる 8，9，

10，11，12，13 のコアコンピテンシーをその周囲に配置し中心部のコアコンピテンシーを支えるも

のとして位置づけた。 

特定の健康課題を有した看護の対象となる人を理解するためには、対象となる人を環境との相互

作用をもちながら、生物学的存在としてだけではなく、生活者として生きている人間として全人的

に捉える必要がある。そこで「Ⅰ群 対象となる人を全人的に捉える基本能力」のコアコンピテン

シーを円の下に位置づけ基盤であることを示している。さらに看護を実践していくためには、日本

看護協会の「看護者の倫理綱領」にも記載されているように、対象となる人々の人間としての尊厳

と権利を擁護し、自立した存在として意思決定できるように支援する倫理的態度や、援助的関係性

を形成する能力などが必要である。よって「Ⅱ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力」のコ

アコンピテンシーも基盤として円の下に位置づけた。 

また上記で示したようなコアコンピテンシーだけでなく、保健医療チームの一員として他の職種

と協働する能力や科学技術の発展等を踏まえて看護を創造させていく能力をも求められる。このよ

うな能力を「Ⅴ群 多様なケア環境とチーム体制に関する実践能力」のコアコンピテンシーとして

円の上に位置づけている。 

実習では、日々自己の看護実践を振り返り、自己の課題に気付きながら成長し学びを得るという

経験の積み重ねが行われる。そこで「Ⅵ群 専門職として研鑽し続ける基本能力」のコアコンピテ

ンシーを図 1から図 2まで継続して位置づけ、将来においても研鑽が続くというイメージを持たせ

た。 

これらのコアコンピテンシーは実習だけで育まれるものではなく、前述したとおり学士課程教育

において身につけるべき学士力とも深く関係している。また学内での講義や演習で学んだ知識や技

術、態度などと相互フィードバックを経ながら発展していくものである。 

 

5）学士課程教育における看護学の学びの統合について 

図 1は、看護学士課程教育で身につけてきたコアコンピテンシーの「学びの統合」を図る必要が

あることを示している。各コアコンピテンシーは、学士教育課程を卒業した看護師としてすぐれた

実践役割を果たしていくうえで、単独で意味をなすものではなく、すべてが有機的に連関する必要

がある。そのため、卒業前の段階に「学びの統合」を位置づけている。「学びの統合」の内容とし

ては、学士力を背景にしながら、看護専門職として臨地での看護実践だけができれば良いわけでは

なく、看護を学問として位置づけ発展させていくことも必要である。したがって、「専門職として
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の統合」と「看護学としての統合」の 2つの「学びの統合」がなされることが学士課程教育におい

て求められる。 

 

6）コアコンピテンシーの教授･学習方法 

コアコンピテンシーの教授・学習方法として、講義・演習・実習の効果的な組み合わせが必要で

ある。学生は、講義や演習で学んだ知識・技術や身につけた能力を、実習において展開しながらリ

フレクションを繰り返し、知識と実践を効率的に統合させ、深化・発展させていく。したがって図

1 では講義・演習で身につけたコアコンピテンシーを、実習で実際に看護の対象に実施してフィー

ドバックする形を、赤と青の円形の矢印からなる循環する円として表現している。このように、実

習は看護学教育では非常に大きな意味をもつため、講義や演習の外側を取り巻くように示している。

また、実習で経験できないような内容に関しては、学内でのシミュレーション教育手法を用いた演

習なども必要となる。さらに実習は、効果的な教授・学習方略のひとつであることから、初年次か

ら 4年次まで学生のレベルと学習状況に応じて、多様な場あるいは看護の対象を適切に選択し、教

育課程に取り入れる必要がある。 

 

４．今後の課題 

今後、「看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標」をどのように各大学で導 

入していくかについて検討していく必要がある。 

 

５．資料 

図 1 コアコンピテンシーに基づく看護学士課程教育の構造 
図 2 コアコンピテンシーを身につけるための実習の例 
表  看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標及び教育内容(例) 
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⾨
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踏
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⼒
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⼒
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⼈
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⽣
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⽣
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⼒
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１
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ア
コ
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テ
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ー
に
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看
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造
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は
図
２
を
参
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・
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
1
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅰ 群　 対 象 と な る 人 を 全 人 的 に 捉 え る 基 本 能 力

1．
看
護
の
対
象
と
な
る
人
と
健

康
を
包
括
的
に
理
解
す
る
基
本

能
力

（
1）
人
間
や
健
康
を
包
括
的
に
捉
え
説
明
で
き
る
。
①
人
間
や
健
康
の
捉
え
方

□
人
間
の
捉
え
方

□
人
間
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性

□
健
康
の
捉
え
方
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ル
と
健
康

□
死
生
観

□
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会
と
健
康

□
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化
と
健
康

□
環
境
と
人
間

□
安
全
と
人
権

2．
人
間
を
生
物
学
的
に
理
解
し

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
活
か
す
基
本

能
力

（
1）
生
物
学
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
正
常
な
構
造

と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

（
2）
人
間
の
心
身
の
変
調
と
そ
れ
に
伴
う
心
身
の
反

応
を
説
明
で
き
る
。

①
人
間
の
心
身
の
し
く
み
と
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
 精
神
機
能
の
内
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に
つ
い
て
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Ⅲ
群
の
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持
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収
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齢
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人
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理
解
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ア
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ス
メ
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本

能
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人
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の
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と
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の
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徴
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を
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明
で
き
る
。

①
人
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と
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学 ⼠ ⼒
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Ⅲ
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Ⅱ
群
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す
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能
⼒

Ⅰ
群
対
象
とな
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⼈
を
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⼈
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捉
え
る
基
本
能
⼒
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群
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ケ
ア
環
境
とチ
ー
ム
体
制
に
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す
る
実
践
能
⼒

講
義
・演
習

（
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン

教
育
を
含
む
）

卒 業 時 の 到 達 ⽬ 標

図
２

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
実
習
の
例

看 護 学 ・ 専 ⾨ 職 と し て の 学 び の 統 合

実
習

Ⅴ
群
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様
な
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環
境
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ー
ム

体
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実
践
能
⼒

Ⅳ
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定
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健
康
課
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応
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能
⼒

Ⅲ
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看
護
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計
画
的
に実
践
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能
⼒

Ⅱ
群
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ー
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の

基
本
に関
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実
践
能
⼒

講
義
・演
習
・実
習
の

相
互
フィ
ー
ドバ
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に

よ
る
実
践
能
⼒
の
発
展

群 対 象 と な る ⼈ を 全 ⼈ 的 に 捉 え る 基 本 能 ⼒Ⅰ

9.
計
画
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看
護
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す
る

能
⼒

13
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護
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技
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⼒
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メ
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ト

す
る
能
⼒

11
.個
⼈
と家

族
の

⽣
活
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ア
セ
ス

メ
ン
トす
る
能
⼒

10
.健
康
レ
ベ
ル
を

成
⻑
発
達
に
応
じ

て
ア
セ
ス
メ
ン
ト

す
る
能
⼒

8.
根
拠
に
基
づ
い
た

看
護
を
提
供
す
る

能
⼒

Ⅳ
群
特
定
の
健
康
課
題

に
対
応
す
る
実
践
能
⼒

16
.慢
性
・不
可
逆
的

健
康
課
題
を

有
す
る
⼈
を
援
助

す
る
能
⼒

15
.急
激
な
健
康
破
綻

と回
復
過
程

に
あ
る
⼈
を

援
助
す
る
能
⼒

17
.エ
ン
ドオ
ブ
ラ
イ
フ

に
あ
る
⼈
と家

族
を

援
助
す
る
能
⼒

14
.健
康
の
保
持
増
進

と疾
病
を
予
防
す
る

能
⼒
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
1
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅰ 群　 対 象 と な る 人 を 全 人 的 に 捉 え る 基 本 能 力

1．
看
護
の
対
象
と
な
る
人
と
健

康
を
包
括
的
に
理
解
す
る
基
本

能
力

（
1）
人
間
や
健
康
を
包
括
的
に
捉
え
説
明
で
き
る
。
①
人
間
や
健
康
の
捉
え
方

□
人
間
の
捉
え
方

□
人
間
の
性

□
健
康
の
捉
え
方

□
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健
康

□
死
生
観

□
社
会
と
健
康

□
文
化
と
健
康

□
環
境
と
人
間

□
安
全
と
人
権

2．
人
間
を
生
物
学
的
に
理
解
し

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
活
か
す
基
本

能
力

（
1）
生
物
学
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
正
常
な
構
造

と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

（
2）
人
間
の
心
身
の
変
調
と
そ
れ
に
伴
う
心
身
の
反

応
を
説
明
で
き
る
。

①
人
間
の
心
身
の
し
く
み
と
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
 精
神
機
能
の
内
容
に
つ
い
て
は
Ⅲ
群
の
10
②
成
長
発
達
に

応
じ
た
精
神
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
参
照

□
心
の
し
く
み
と
働
き
　

□
呼
吸
・
循
環
と
生
命
の
維
持

□
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
よ
る
生
命
活
動

□
食
物
の
摂
取
、
栄
養
素
の
吸
収
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
生

□
老
廃
物
の
排
出
・
排
泄
と
そ
の
パ
タ
ー
ン

□
水
と
電
解
質
の
調
整

□
免
疫
の
機
能
に
よ
る
感
染
防
御

□
感
覚
機
能
と
認
知
、
外
界
と
の
関
与

□
身
体
可
動
性
、
統
合
的
運
動
機
能

□
生
殖

□
遺
伝

□
人
間
の
成
長
発
達
と
加
齢

□
遺
伝
的
多
様
性
と
疾
患
　

□
生
命
の
最
小
単
位
と
し
て
の
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
・
染
色
体

□
生
命
の
死

②
人
間
の
心
身
の
変
調
と
そ
れ
に
伴
う
心
身
の
反
応

＊
診
断
や
治
療
に
関
す
る
知
識
は
Ⅲ
群
お
よ
び
Ⅳ
群
の
看
護
を
参
照

□
生
命
を
維
持
し
侵
襲
か
ら
守
る
働
き
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
心
身
の
変
調
と
そ
れ
に
伴
う
心
身
の
反
応

□
脳
・
神
経
の
働
き
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
 食
物
を
消
化・
吸
収
し
、内
部
環
境
を
維
持
す
る
働
き
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
活
動
を
維
持
す
る
働
き
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
生
命
の
連
続
性
を
維
持
す
る
働
き
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
遺
伝
性
の
形
態
機
能
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
骨
・
筋
肉
・
神
経
の
機
能
の
変
調
と
人
間
の
反
応

□
疾
病
と
生
体
の
反
応

3．
人
間
を
生
活
者
と
し
て
理
解

し
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
活
か
す
基
本

能
力

（
1）
人
間
の
成
長
と
発
達
段
階
の
特
徴
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
生
活
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

①
人
間
の
成
長
と
発
達
段
階
の
特
徴
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
生
活
の
特
徴

□
人
間
の
成
長
と
発
達
課
題
の
特
徴
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
3
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅱ 群　 ヒ ュ ー マ ン ケ ア の 基 本 に

関 す る 実 践 能 力 （ 続 き ）

7．
援
助
的
関
係
を
形
成
す
る

能
力

（
1）
看
護
の
対
象
と
な
る
人
（々
個
人・
家
族・
集
団・

地
域
）
と
の
信
頼
関
係
の
形
成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
で
き
る
。

（
2）
看
護
の
対
象
と
な
る
人
々
と
の
協
働
的
な
関
係

の
形
成
を
理
解
し
、
説
明
で
き
る
。

①
自
己
理
解
と
援
助
的
関
係
の
形
成

□
自
己
分
析
、
自
己
理
解

□
対
人
関
係
、
相
互
作
用

□
治
療
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

□
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
と
技
術

□
援
助
的
関
係
の
形
成
過
程

□
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
と
技
術

□
ケ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方

②
集
団
と
の
協
働
的
関
係
の
形
成

□
集
団
形
成
の
過
程

□
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

□
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

□
グ
ル
ー
プ
支
援

Ⅲ 群　 根 拠 に 基 づ き 看 護 を 計 画 的 に 実 践 す る 能 力

8．
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
を
提

供
す
る
能
力

（
1）
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
を
提
供
す
る
た
め
の
理

論
的
知
識
や
先
行
研
究
の
成
果
を
探
索
し
、
活
用
で

き
る
。

①
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
実
践

□
情
報
の
収
集
・
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
活
用

□
文
献
の
検
索
方
法

□
科
学
的
根
拠
と
は

□
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
実
践
の
在
り
方

②
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
と
成
果
の
活
用

□
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

□
研
究
の
基
本
的
な
方
法
と
研
究
倫
理

□
基
本
的
な
統
計
的
分
析
方
法

□
研
究
成
果
の
解
釈
と
活
用

□
基
本
的
な
疫
学
・
保
健
統
計
の
知
識

③
看
護
実
践
の
た
め
の
理
論
の
活
用

□
看
護
理
論
、
看
護
研
究
、
看
護
実
践
の
関
係

9．
計
画
的
に
看
護
を
実
践
す
る

能
力

（
1）
批
判
的
思
考
や
分
析
的
方
法
を
活
用
し
て
、
看

護
計
画
を
立
案
で
き
る
。

（
2）
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
看
護
計
画
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
3）
実
施
し
た
看
護
実
践
を
評
価
し
、記
録
で
き
る
。

①
課
題
に
対
す
る
論
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ

□
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ（
論
理
的
思
考
法
）

□
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

□
看
護
過
程（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
計
画
、
実
施
、
評
価
）

②
看
護
記
録
の
目
的
や
方
法

□
看
護
情
報
の
活
用
と
管
理

□
記
録
の
目
的
と
法
的
意
義

□
記
録
の
監
査
と
評
価

10
．
健
康
レ
ベ
ル
を
成
長
発
達

に
応
じ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

能
力

（
1）
成
長
発
達
に
応
じ
た
身
体
的
な
健
康
状
態
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
2）
成
長
発
達
に
応
じ
た
精
神
的
な
健
康
状
態
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
3）
環
境
と
健
康
状
態
と
の
関
係
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
き
る
。

（
4）
そ
の
人
の
成
長
発
達
に
応
じ
た
変
化
を
と
ら

え
、
包
括
的
に
健
康
状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で

き
る
。

①
成
長
発
達
に
応
じ
た
身
体
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト

□
連
続
体
と
し
て
の
健
康

□
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
課
題

□
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト

②
成
長
発
達
に
応
じ
た
精
神
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト

□
精
神
の
仕
組
み
と
働
き

□
人
間
の
基
本
的
欲
求
と
不
安

□
精
神
機
能
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
発
達
段
階
と
発
達
課
題

□
心
身
相
互
作
用
と
生
物
・
心
理
・
社
会
的
存
在

□
心
理
社
会
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
ス
ト
レ
ス
と
適
応
・
対
処
行
動

③
環
境
と
健
康
状
態
と
の
関
連
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
人
的
・
物
理
的
・
社
会
的
環
境
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
2
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅰ 群　 対 象 と な る 人 を 全 人 的 に 捉 え る 基 本 能 力 （ 続 き ）

3．
人
間
を
生
活
者
と
し
て
理
解

し
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
活
か
す
基
本

能
力（
続
き
）

（
2）
人
間
の
生
活
と
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て
理
解

し
、
説
明
で
き
る
。

（
3）
個
人
が
家
族
・
集
団
・
地
域
・
社
会（
文
化
や

政
治
な
ど
）な
ど
を
含
む
環
境
か
ら
受
け
る
影
響
と
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
個
人
の
適
応
的
な
働
き
か
け
を
理

解
し
、説
明
で
き
る
。

②
人
間
の
生
活
と
健
康

□
人
間
の
基
本
的
欲
求

□
日
常
生
活
行
動
と
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

□
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方

□
生
活
と
健
康

□
労
働
生
活
と
健
康

□
病
い
の
体
験

③
個
人
が
家
族
・
集
団
・
地
域
・
社
会
な
ど
の
環
境

か
ら
受
け
る
影
響

□
環
境
や
文
化
に
影
響
を
受
け
る
生
活

□
ス
ト
レ
ス
を
も
つ
存
在
と
し
て
の
人
間

□
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
・
支
援
方
法

④
環
境
か
ら
の
影
響
に
対
す
る
個
人
の
適
応
的
行
動
□
統
合
体
と
し
て
の
人
間

□
個
人
・
家
族
と
地
域
社
会
の
関
係
性

4．
人
間
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
理
解
し
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
活

か
す
基
本
能
力

（
1）
自
然
環
境
、
地
球
環
境
問
題
と
人
間
の
健
康
の

関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
2）
社
会
環
境
と
人
間
の
健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
。

①
自
然
環
境
と
人
間
の
健
康

□
自
然
環
境
と
人
間
と
の
相
互
作
用
が
人
間
の
健
康
に
も
た
ら
す
影
響

□
 自
然
環
境
の
変
化（
大
気
、水
、土
壌
な
ど
）が
人
間
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

□
 自
然
環
境
の
変
化（
地
震
、
津
波
、
火
山
活
動
な
ど
に
よ
る
災
害
）と
人
間
の
健
康

□
 グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
人
間
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響（
地
球
規
模
で
の
感
染
症
、
特
定
外
来
生

物
な
ど
）

□
地
球
環
境
の
変
化（
地
球
温
暖
化
な
ど
）と
人
間
の
健
康

②
社
会
環
境
と
人
間
の
健
康

□
社
会
環
境
と
人
間
の
相
互
作
用
が
人
間
の
健
康
に
も
た
ら
す
影
響

□
 家
庭
、職
場
、学
校
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
人
的
環
境
と
人
間
の
健
康
と
の
関
係

□
 多
様
な
社
会
背
景（
人
種
、
性
格
、
学
歴
、
価
値
観
な
ど
）が
人
間
の
健
康
に
与
え
る
影
響

□
 社
会
環
境（
家
庭
環
境
、
職
場
環
境
、
学
校
環
境
、
地
域
環
境
）
の
変
化
が
人
間
の
健
康
に

も
た
ら
す
影
響

Ⅱ 群　 ヒ ュ ー マ ン ケ ア の 基 本 に 関 す る 実 践 能 力

5．
看
護
の
対
象
と
な
る
人
々
の

尊
厳
と
権
利
を
擁
護
す
る
能
力

（
1）
多
様
な
価
値
観
・
信
条
や
生
活
背
景
を
持
つ
人

を
尊
重
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2）
人
間
の
尊
厳
及
び
人
権
の
意
味
を
理
解
し
、
擁

護
に
向
け
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
人
権
の
尊
重

□
基
本
的
人
権
の
尊
重

□
患
者
の
権
利

□
権
利
擁
護

□
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル

□
情
報
倫
理

□
異
な
る
価
値
観
や
文
化
の
背
景
の
理
解

②
看
護
倫
理

□
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

□
個
人
情
報
の
保
護

□
守
秘
義
務

□
看
護
実
践
に
関
わ
る
倫
理
の
原
則

□
医
療
倫
理
の
原
則

□
看
護
職
の
倫
理
規
定

6．
実
施
す
る
看
護
を
説
明
し
意

思
決
定
を
支
援
す
る
能
力

（
1）
実
施
す
る
看
護
の
根
拠（
も
し
く
は
目
的
）と
方

法
に
つ
い
て
、
人
々
に
合
わ
せ
た
説
明
が
で
き
る
。

（
2）
看
護
の
実
施
に
あ
た
り
、
そ
の
人
の
意
思
決
定

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
説
明
責
任

□
看
護
職
の
説
明
責
任

□
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
／
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
ア
セ
ン
ト

②
意
思
決
定
支
援

□
医
療
に
お
け
る
自
己
決
定
権

□
意
思
決
定
へ
の
支
援

□
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
考
え
方



　 55 　

表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
3
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅱ 群　 ヒ ュ ー マ ン ケ ア の 基 本 に

関 す る 実 践 能 力 （ 続 き ）

7．
援
助
的
関
係
を
形
成
す
る

能
力

（
1）
看
護
の
対
象
と
な
る
人
（々
個
人・
家
族・
集
団・

地
域
）
と
の
信
頼
関
係
の
形
成
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
で
き
る
。

（
2）
看
護
の
対
象
と
な
る
人
々
と
の
協
働
的
な
関
係

の
形
成
を
理
解
し
、
説
明
で
き
る
。

①
自
己
理
解
と
援
助
的
関
係
の
形
成

□
自
己
分
析
、
自
己
理
解

□
対
人
関
係
、
相
互
作
用

□
治
療
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

□
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
と
技
術

□
援
助
的
関
係
の
形
成
過
程

□
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
と
技
術

□
ケ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方

②
集
団
と
の
協
働
的
関
係
の
形
成

□
集
団
形
成
の
過
程

□
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

□
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

□
グ
ル
ー
プ
支
援

Ⅲ 群　 根 拠 に 基 づ き 看 護 を 計 画 的 に 実 践 す る 能 力

8．
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
を
提

供
す
る
能
力

（
1）
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
を
提
供
す
る
た
め
の
理

論
的
知
識
や
先
行
研
究
の
成
果
を
探
索
し
、
活
用
で

き
る
。

①
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
実
践

□
情
報
の
収
集
・
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
活
用

□
文
献
の
検
索
方
法

□
科
学
的
根
拠
と
は

□
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
実
践
の
在
り
方

②
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
と
成
果
の
活
用

□
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

□
研
究
の
基
本
的
な
方
法
と
研
究
倫
理

□
基
本
的
な
統
計
的
分
析
方
法

□
研
究
成
果
の
解
釈
と
活
用

□
基
本
的
な
疫
学
・
保
健
統
計
の
知
識

③
看
護
実
践
の
た
め
の
理
論
の
活
用

□
看
護
理
論
、
看
護
研
究
、
看
護
実
践
の
関
係

9．
計
画
的
に
看
護
を
実
践
す
る

能
力

（
1）
批
判
的
思
考
や
分
析
的
方
法
を
活
用
し
て
、
看

護
計
画
を
立
案
で
き
る
。

（
2）
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
看
護
計
画
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
3）
実
施
し
た
看
護
実
践
を
評
価
し
、記
録
で
き
る
。

①
課
題
に
対
す
る
論
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ

□
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ（
論
理
的
思
考
法
）

□
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

□
看
護
過
程（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
計
画
、
実
施
、
評
価
）

②
看
護
記
録
の
目
的
や
方
法

□
看
護
情
報
の
活
用
と
管
理

□
記
録
の
目
的
と
法
的
意
義

□
記
録
の
監
査
と
評
価

10
．
健
康
レ
ベ
ル
を
成
長
発
達

に
応
じ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

能
力

（
1）
成
長
発
達
に
応
じ
た
身
体
的
な
健
康
状
態
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
2）
成
長
発
達
に
応
じ
た
精
神
的
な
健
康
状
態
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
3）
環
境
と
健
康
状
態
と
の
関
係
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
き
る
。

（
4）
そ
の
人
の
成
長
発
達
に
応
じ
た
変
化
を
と
ら

え
、
包
括
的
に
健
康
状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で

き
る
。

①
成
長
発
達
に
応
じ
た
身
体
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト

□
連
続
体
と
し
て
の
健
康

□
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
課
題

□
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト

②
成
長
発
達
に
応
じ
た
精
神
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト

□
精
神
の
仕
組
み
と
働
き

□
人
間
の
基
本
的
欲
求
と
不
安

□
精
神
機
能
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
発
達
段
階
と
発
達
課
題

□
心
身
相
互
作
用
と
生
物
・
心
理
・
社
会
的
存
在

□
心
理
社
会
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
ス
ト
レ
ス
と
適
応
・
対
処
行
動

③
環
境
と
健
康
状
態
と
の
関
連
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
人
的
・
物
理
的
・
社
会
的
環
境
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
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表
　
看

護
学

士
課

程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
4
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅲ 群　 根 拠 に 基 づ き 看 護 を 計 画 的 に 実 践 す る 能 力 （ 続 き ）

10
．
健
康
レ
ベ
ル
を
成
長
発
達

に
応
じ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能

力（
続
き
）

④
成
長
発
達
に
応
じ
た
包
括
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト

□
成
長
・
発
達
の
原
則

□
発
達
の
臨
界
期
と
連
続
性

□
成
長
・
発
達
評
価

□
成
長
発
達
支
援
に
必
要
な
環
境

□
 成
長
発
達
支
援
に
必
要
な
親
ま
た
は
養
育
者
の
ケ
ア
能
力
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
成
長
発
達
の
健
康
課
題

11
．
個
人
と
家
族
の
生
活
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力

（
1）
個
人
の
生
活
を
把
握
し
、
健
康
状
態
と
の
関
連

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
2）
家
族
の
生
活
を
把
握
し
、
家
族
員
の
健
康
状
態

と
の
関
連
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

①
個
人
の
生
活
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
生
活
の
質

□
生
活
と
健
康

□
生
活
と
疾
病

□
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

②
家
族
の
生
活
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
家
族
機
能

□
家
族
の
生
活
と
健
康

□
家
族
の
生
活
と
疾
病

□
家
族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

□
家
族
と
地
域
社
会
の
関
係
性

12
．
地
域
の
特
性
と
健
康
課
題

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力

（
1）
地
域
の
特
性
や
社
会
資
源
、
健
康
指
標
を
も
と

に
し
て
、
地
域
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
方
法
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

（
2）
学
校
や
職
場
な
ど
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
方

法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
地
域
に
お
け
る
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
地
域
の
歴
史
・
文
化
と
生
活

□
地
域
の
環
境

□
地
域
の
社
会
経
済
構
造

□
保
健
医
療
福
祉
制
度

□
公
衆
衛
生
の
概
念

□
生
活
の
場
と
し
て
の
地
域
の
特
性
と
健
康
課
題
と
の
関
連

□
健
康
指
標
の
動
向（
人
口
動
態
・
疾
病
構
造
・
受
療
状
況
他
）

□
地
域
の
健
康
に
関
す
る
情
報

□
地
域
の
人
々
の
健
康
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
方
法

□
生
活
の
中
で
行
わ
れ
る
保
健
行
動
・
疾
病
対
処
行
動

②
学
校
に
お
け
る
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
学
校
保
健

③
職
場
に
お
け
る
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
産
業
保
健

④
利
用
可
能
な
社
会
資
源
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
健
康
課
題
と
社
会
資
源
の
種
類

13
．
看
護
援
助
技
術
を
適
切
に

実
施
す
る
能
力

（
1）
基
本
的
な
看
護
援
助
技
術
を
修
得
し
、
指
導
の

も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
2）
行
動
変
容
を
促
す
看
護
援
助
技
術
を
理
解
し
、

指
導
の
も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
3）
人
的
・
物
理
的
環
境
に
働
き
か
け
る
看
護
援
助

技
術
を
理
解
し
、
指
導
の
も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
4）
薬
物
療
法
に
関
す
る
適
切
な
看
護
援
助
に
つ
い

て
説
明
で
き
る
。

①
基
本
的
な
看
護
援
助
技
術

□
日
常
生
活
援
助
技
術（
食
事
、
睡
眠
、
排
泄
、
活
動
、
清
潔
）

□
呼
吸
・
循
環
を
整
え
る
技
術

□
創
傷
管
理
技
術

□
救
命
救
急
処
置
技
術

□
症
状
・
生
体
機
能
管
理
技
術

□
安
楽
の
技
術

□
感
染
予
防
の
技
術

□
安
全
・
事
故
防
止
の
技
術

②
行
動
変
容
を
促
す
看
護
援
助
技
術

□
 日
常
生
活
習
慣
の
確
立
に
関
わ
る
援
助
技
術
・
セ
ル
フ
ケ
ア
向
上
の
援
助
技
術

□
自
立
支
援
の
援
助
技
術

□
療
養
に
関
す
る
相
談

□
健
康
に
関
す
る
教
育

□
行
動
変
容
を
促
進
す
る
技
術

□
危
機
介
入
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
5
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅲ 群　 根 拠 に 基 づ き 看 護 を 計

画 的 に 実 践 す る 能 力 （ 続 き ）

13
．
看
護
援
助
技
術
を
適
切
に

実
施
す
る
能
力（
続
き
）

③
人
的
・
物
理
的
環
境
調
整
技
術

□
人
的
・
物
理
的
環
境
調
整
の
技
術

④
社
会
資
源
の
活
用

□
社
会
資
源
の
活
用

⑤
薬
物
療
法
に
関
連
し
た
人
間
の
反
応

□
薬
物
の
分
類
、
特
性

□
 薬
理
作
用
を
規
定
す
る
要
因
、薬
物
の
投
与
方
法
、薬
物
動
態（
吸
収
、分
布
、
代
謝
、排
泄
）

□
 薬
物
の
作
用
機
序
、
相
互
作
用
、
副
作
用
、
有
害
事
象
、
禁
忌
、
耐
性
、
依
存

□
 薬
物
療
法
に
対
す
る
人
間
の
療
養
行
動（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
）

⑥
薬
物
療
法
中
の
看
護
援
助
技
術

□
与
薬
の
技
術

□
薬
物
療
法
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

□
薬
物
療
法
に
対
す
る
患
者
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
支
援

Ⅳ 群　 特 定 の 健 康 課 題 に 対 応 す る 実 践 能 力

14
．
健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病

を
予
防
す
る
能
力

（
１
）
健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
予
防
の
た
め
に

必
要
な
看
護
援
助
方
法
を
指
導
の
も
と
に
実
施
で

き
る
。

（
２
）
人
の
誕
生
前
か
ら
死
に
至
る
ま
で
を
生
涯
発

達
の
視
点
か
ら
理
解
し
、
各
発
達
段
階
に
お
け
る
健

康
の
保
持
増
進
、
疾
病
予
防
の
た
め
に
必
要
な
看
護

援
助
方
法
を
指
導
の
も
と
に
実
施
で
き
る
。

（
３
）
妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
の
母
児（
子
）
と
そ
の

家
族
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
に
必
要
な
看
護

援
助
方
法
を
指
導
の
も
と
に
実
施
で
き
る
。

（
４
）
個
人
特
性
及
び
地
域
特
性
に
対
応
し
た
健
康

的
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
５
）地
域
精
神
保
健
活
動
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
６
）
健
康
課
題
に
関
す
る
政
策
と
保
健
活
動
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

①
健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
予
防
の
た
め
に
必
要
な

看
護
援
助
方
法

□
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

□
第
一
次
予
防
、
第
二
次
予
防
、
第
三
次
予
防

□
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア

□
健
康
診
査
と
健
康
教
育

□
健
康
障
害
の
要
因

②
発
達
段
階
・
発
達
促
進
に
応
じ
た
看
護
援
助
方
法
□
生
涯
発
達（
人
の
誕
生
前
か
ら
成
長
、
発
達
、
加
齢
、
老
化
、
死
）

□
各
発
達
段
階
の
健
康
課
題

□
各
発
達
段
階
の
特
徴
に
応
じ
た
看
護
援
助
方
法

□
 胎
児
期
と
妊
婦
の
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
成
長
発
達
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

□
 乳
児
期
に
お
け
る
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
成
長
発
達
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

□
 小
児
期（
幼
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期
）
に
お
け
る
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
成
長
発
達
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み

□
青
年
期
に
お
け
る
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み

□
成
人
期
に
お
け
る
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み

□
加
齢
に
伴
う
健
康
課
題
を
抱
え
た
高
齢
者
と
家
族
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
・
家
族
の
ケ
ア
能
力
の
支
援
と
開
発
支
援

□
家
族
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
親
役
割
の
獲
得
支
援

③
妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
の
母
児
と
そ
の
家
族
の
理

解
と
看
護

□
妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
の
生
理

□
妊
婦（
ハ
イ
リ
ス
ク
を
含
む
）・
産
婦
・
褥
婦
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
 性
と
生
殖
に
お
け
る
健
康
問
題
へ
の
看
護
援
助
方
法（
人
工
妊
娠
中
絶
、不
妊
、性
感
染
症
）

□
胎
児
・
新
生
児
・
乳
幼
児
の
生
理

□
胎
児
・
新
生
児
・
乳
幼
児
と
家
族
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
 母
性
準
備
期（
思
春
期
含
む
）、
母
性
継
承
期
に
あ
る
人
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
父
性
準
備
期
、
父
親
と
な
る
人
へ
の
支
援

□
次
世
代
育
成
の
た
め
の
支
援
・
環
境
・
制
度

□
子
育
て
世
代
包
括
支
援
　

④
個
人
特
性
及
び
地
域
特
性
に
対
応
し
た
健
康
的
な

環
境
づ
く
り

□
健
康
に
影
響
す
る
環
境
要
因
や
社
会
的
要
因
　
　

□
 地
域
の
歴
史・
文
化
、自
然
、産
業
な
ど
が
個
人
や
集
団
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

□
居
住
空
間
が
健
康
に
及
ぼ
す
要
因

□
健
康
に
影
響
す
る
環
境
と
社
会
的
要
因
の
改
善

表
　
看

護
学

士
課

程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
4
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅲ 群　 根 拠 に 基 づ き 看 護 を 計 画 的 に 実 践 す る 能 力 （ 続 き ）

10
．
健
康
レ
ベ
ル
を
成
長
発
達

に
応
じ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能

力（
続
き
）

④
成
長
発
達
に
応
じ
た
包
括
的
な
健
康
状
態
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト

□
成
長
・
発
達
の
原
則

□
発
達
の
臨
界
期
と
連
続
性

□
成
長
・
発
達
評
価

□
成
長
発
達
支
援
に
必
要
な
環
境

□
 成
長
発
達
支
援
に
必
要
な
親
ま
た
は
養
育
者
の
ケ
ア
能
力
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
成
長
発
達
の
健
康
課
題

11
．
個
人
と
家
族
の
生
活
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力

（
1）
個
人
の
生
活
を
把
握
し
、
健
康
状
態
と
の
関
連

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
2）
家
族
の
生
活
を
把
握
し
、
家
族
員
の
健
康
状
態

と
の
関
連
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

①
個
人
の
生
活
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
生
活
の
質

□
生
活
と
健
康

□
生
活
と
疾
病

□
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

②
家
族
の
生
活
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
家
族
機
能

□
家
族
の
生
活
と
健
康

□
家
族
の
生
活
と
疾
病

□
家
族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

□
家
族
と
地
域
社
会
の
関
係
性

12
．
地
域
の
特
性
と
健
康
課
題

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力

（
1）
地
域
の
特
性
や
社
会
資
源
、
健
康
指
標
を
も
と

に
し
て
、
地
域
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
方
法
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。

（
2）
学
校
や
職
場
な
ど
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
方

法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
地
域
に
お
け
る
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
地
域
の
歴
史
・
文
化
と
生
活

□
地
域
の
環
境

□
地
域
の
社
会
経
済
構
造

□
保
健
医
療
福
祉
制
度

□
公
衆
衛
生
の
概
念

□
生
活
の
場
と
し
て
の
地
域
の
特
性
と
健
康
課
題
と
の
関
連

□
健
康
指
標
の
動
向（
人
口
動
態
・
疾
病
構
造
・
受
療
状
況
他
）

□
地
域
の
健
康
に
関
す
る
情
報

□
地
域
の
人
々
の
健
康
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
方
法

□
生
活
の
中
で
行
わ
れ
る
保
健
行
動
・
疾
病
対
処
行
動

②
学
校
に
お
け
る
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
学
校
保
健

③
職
場
に
お
け
る
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
産
業
保
健

④
利
用
可
能
な
社
会
資
源
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
健
康
課
題
と
社
会
資
源
の
種
類

13
．
看
護
援
助
技
術
を
適
切
に

実
施
す
る
能
力

（
1）
基
本
的
な
看
護
援
助
技
術
を
修
得
し
、
指
導
の

も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
2）
行
動
変
容
を
促
す
看
護
援
助
技
術
を
理
解
し
、

指
導
の
も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
3）
人
的
・
物
理
的
環
境
に
働
き
か
け
る
看
護
援
助

技
術
を
理
解
し
、
指
導
の
も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
4）
薬
物
療
法
に
関
す
る
適
切
な
看
護
援
助
に
つ
い

て
説
明
で
き
る
。

①
基
本
的
な
看
護
援
助
技
術

□
日
常
生
活
援
助
技
術（
食
事
、
睡
眠
、
排
泄
、
活
動
、
清
潔
）

□
呼
吸
・
循
環
を
整
え
る
技
術

□
創
傷
管
理
技
術

□
救
命
救
急
処
置
技
術

□
症
状
・
生
体
機
能
管
理
技
術

□
安
楽
の
技
術

□
感
染
予
防
の
技
術

□
安
全
・
事
故
防
止
の
技
術

②
行
動
変
容
を
促
す
看
護
援
助
技
術

□
 日
常
生
活
習
慣
の
確
立
に
関
わ
る
援
助
技
術
・
セ
ル
フ
ケ
ア
向
上
の
援
助
技
術

□
自
立
支
援
の
援
助
技
術

□
療
養
に
関
す
る
相
談

□
健
康
に
関
す
る
教
育

□
行
動
変
容
を
促
進
す
る
技
術

□
危
機
介
入



　 58 　

表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
6
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅳ 群　 特 定 の 健 康 課 題 に 対 応 す る 実 践 能 力 （ 続 き ）

14
．
健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病

を
予
防
す
る
能
力（
続
き
）

⑤
地
域
精
神
保
健
活
動（
個
人
・
家
族
・
地
域
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）

□
精
神
保
健
の
第
一
次
予
防
・
第
二
次
予
防
・
第
三
次
予
防

□
精
神
の
健
康
に
関
す
る
啓
発
活
動

□
精
神
障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
診
断
・
治
療
、
社
会
復
帰

□
自
助
組
織

□
地
域
連
携

⑥
健
康
課
題
に
関
す
る
政
策
と
保
健
活
動

□
健
康
課
題
に
対
す
る
地
域
の
組
織
的
な
取
り
組
み

□
個
人
・
家
族
・
集
団
へ
の
健
康
教
育
・
相
談
　

□
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
虐
待
の
予
防

□
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
看
護
活
動

15
．
急
激
な
健
康
破
綻
と
回
復

過
程
に
あ
る
人
を
援
助
す
る
能
力
（
１
）
急
激
な
健
康
破
綻
を
き
た
す
疾
患
・
外
傷
に
よ

る
病
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
基
本
的
な
看
護
援
助

方
法
が
実
施
で
き
る
。

（
２
）急
激
な
健
康
破
綻
に
よ
り
重
篤
な
状
態
に
陥
っ

た
患
者
の
病
態
を
理
解
し
、
基
本
的
な
看
護
援
助
方

法
が
説
明
で
き
る
。

（
３
）
心
理
的
危
機
状
態
に
あ
る
患
者
・
家
族
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
と
看
護
援
助
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

（
４
）回
復
過
程
に
あ
る
患
者
・
家
族
の
心
身
の
状
況

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、他
（
多
）職
種
連
携
の
も
と
で

の
早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

回
復
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
看
護
援
助
方
法

が
実
施
で
き
る
。

①
急
激
な
健
康
破
綻
を
き
た
す
代
表
的
疾
患
・
外
傷

に
よ
る
病
態
、
診
断
、
治
療
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
疾
患
・
外
傷
の
診
断
、
検
査

□
異
常
の
早
期
発
見
と
、
異
常
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
 治
療
法（
手
術
療
法
、
薬
物
療
法
、
放
射
線
療
法
、
精
神
療
法
）の
種
類
と
効
果

□
救
命
救
急
時
の
処
置

□
手
術
・
麻
酔
に
よ
る
生
体
反
応
、
合
併
症
の
発
症
と
予
防

②
急
性
期
の
治
療
を
受
け
る
患
者
・
家
族
へ
の
援
助
□
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
急
激
な
健
康
破
綻
を
き
た
し
た
患
者
の
苦
痛
・
不
安

□
周
手
術
期
に
あ
る
患
者
と
家
族
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
状
況
に
あ
る
患
者
と
家
族
へ
の
看
護
援
助
方
法

③
心
理
的
危
機
状
態
に
あ
る
患
者
・
家
族
へ
の
援
助
□
危
機
理
論

□
精
神
的
危
機
状
態
に
あ
る
患
者
と
家
族
へ
の
看
護
援
助
方
法

④
回
復
段
階
に
あ
る
患
者
・
家
族
の
心
身
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト

□
 心
身
の
回
復
状
況
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
回
復
遷
延
時
の
患
者
の
心
身
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
 健
康
回
復
段
階
に
あ
る
患
者
の
家
族
の
心
理
的
、
社
会
的
側
面
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

⑤
回
復
状
況
に
応
じ
た
看
護
援
助
方
法

□
早
期
回
復
を
促
す
看
護
援
助
方
法

□
患
者
の
生
活
状
況
に
応
じ
た
生
活
の
再
構
築
援
助

□
患
者
の
回
復
状
況
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
援
助

□
回
復
に
向
け
て
の
意
欲
が
も
て
る
援
助
方
法

□
回
復
遷
延
時
に
必
要
な
患
者
へ
の
看
護
援
助

16
．
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課

題
を
有
す
る
人
を
援
助
す
る
能
力
（
１
）
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課
題
を
有
す
る
患
者

と
家
族
の
状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
疾
病
・
障
害

に
対
応
す
る
看
護
援
助
方
法
に
つ
い
て
指
導
の
も
と

実
施
で
き
る
。

（
２
）
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課
題
を
有
す
る
患
者

と
家
族
を
理
解
し
、
療
養
生
活
の
看
護
援
助
方
法
に

つ
い
て
指
導
の
も
と
実
施
で
き
る
。

①
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課
題
を
有
す
る
患
者
・
家

族
の
理
解
と
疾
病
管
理

□
慢
性
・
不
可
逆
的
疾
患
の
病
態
と
症
状

□
疾
病
の
診
断
と
検
査
法

□
診
療
に
伴
う
援
助
技
術

□
合
併
症
の
予
防
と
早
期
発
見

□
急
性
増
悪
や
増
悪
進
行
の
予
防

□
 治
療
法（
薬
物
療
法
、放
射
線
療
法
、精
神
療
法
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）の
種
類
と
効
果

□
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
疾
病
管
理

□
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
か
ら
治
療
へ
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

□
加
齢
に
伴
う
変
化
や
老
化
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
7
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅳ 群　 特 定 の 健 康 課 題 に 対 応 す る 実 践 能 力 （ 続 き ）

16
．
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課

題
を
有
す
る
人
を
援
助
す
る
能
力

（
続
き
）

（
３
）
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課
題
を
有
す
る
患
者

と
家
族
が
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
社
会
資
源
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

②
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課
題
を
有
す
る
患
者
・
家

族
の
理
解
と
療
養
生
活
支
援

□
慢
性
・
不
可
逆
的
疾
患
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

□
慢
性
・
不
可
逆
的
疾
患
が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
及
ぼ
す
影
響

□
自
己
管
理
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
ス
ト
レ
ン
グ
ス
の
視
点
か
ら
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

□
セ
ル
フ
ケ
ア
行
動
の
獲
得
・
維
持
　

□
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

□
ス
ト
レ
ス
へ
の
前
向
き
な
対
処

□
患
者
教
育
・
家
族
教
育

□
障
害
と
と
も
に
生
き
る
こ
と

□
生
活
機
能
の
維
持
・
機
能
障
害
の
改
善
に
向
け
た
基
本
的
援
助

③
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
課
題
を
有
す
る
患
者
と
家

族
の
生
活
を
支
え
る
社
会
資
源
の
活
用

□
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
社
会
資
源

□
家
族
支
援

□
患
者
会
、
家
族
会
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

□
慢
性
・
不
可
逆
的
健
康
問
題
を
有
す
る
患
者
と
家
族
へ
の
精
神
的
援
助

17
．
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ

る
人
と
家
族
を
援
助
す
る
能
力

（
１
）
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ
る
人
を
全
人
的
に

理
解
し
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
看
護
援
助
方
法

に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

（
２
）
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
症
状
緩
和
の
た
め
の

療
法
・
ケ
ア
を
理
解
し
、
苦
痛
、
苦
悩
や
不
安
の
緩

和
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

（
３
）
看
取
り
を
す
る
家
族
の
援
助
に
つ
い
て
理
解

で
き
る
。

①
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ
る
人
の
身
体
、
心
理
、

社
会
的
、
霊
的
な
状
況
を
理
解
し
て
包
括
的
に
対
象

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
技
術

□
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ
る
人
の
心
身
の
苦
痛

②
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ
る
人
の
症
状
緩
和
療
法

と
ケ
ア

□
緩
和
ケ
ア

□
身
体
機
能
低
下
へ
の
看
護
援
助
方
法

□
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
症
状
緩
和

□
症
状
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

□
安
楽
を
促
す
技
術

③
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ
る
人
と
家
族
の
心
理
的

支
援
技
術

□
死
の
受
容
過
程

□
悲
嘆
と
受
容

□
看
取
る
家
族
へ
の
援
助

④
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
あ
る
人
と
家
族
を
支
え
る

チ
ー
ム
体
制
の
理
解
と
役
割
遂
行

□
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療

⑤
死
別
後
の
家
族
の
悲
嘆
過
程
へ
の
援
助

□
死
別
後
の
家
族
の
悲
嘆
過
程
へ
の
援
助

Ⅴ 群　 多 様 な ケ ア 環 境 と チ ー ム 体 制 に

関 す る 実 践 能 力

18
．
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
療

養
す
る
人
と
家
族
を
支
援
す
る

能
力

（
１
）
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
療
養
す
る
人
と
そ
の

家
族
の
健
康
状
態
や
特
性
に
つ
い
て
理
解
し
、
在
宅

療
養
の
環
境
を
踏
ま
え
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

（
２
）
療
養
す
る
人
と
家
族
の
健
康
課
題
を
考
慮
し
、

そ
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
看
護
援
助

方
法
を
指
導
の
も
と
で
実
施
で
き
る
。

（
３
）
療
養
場
所
を
移
行
す
る
た
め
の
看
護
の
役
割
と

機
能
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
療
養
す
る
人
と
家
族
の
理

解
と
看
護

□
在
宅
で
療
養
す
る
人
と
家
族
が
生
活
す
る
環
境

□
在
宅
で
療
養
す
る
人
と
家
族
へ
の
看
護
展
開

□
 各
発
達
段
階
に
お
け
る
多
様
な
健
康
課
題
に
対
応
す
る
看
護（
精
神
・
認
知
症
・
慢
性
疾
患
・

難
病
・
障
害
・
が
ん
・
疼
痛
緩
和
・
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
・
在
宅
で
の
看
取
り
）

□
 在
宅
で
療
養
す
る
人
と
家
族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
看
護

□
自
立
支
援

□
生
活
の
再
構
築
を
支
え
る
看
護

□
在
宅
医
療
の
理
解
と
看
護

□
在
宅
で
の
医
療
的
ケ
ア
と
看
護

□
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能

□
在
宅
看
護
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
技
術

□
在
宅
で
療
養
す
る
人
と
家
族
の
権
利
保
障

□
在
宅
看
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保

□
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

□
 介
護
保
険
法
な
ど
高
齢
者
や
障
害
児
・
者
の
健
康
と
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
制
度
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
8
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅴ 群　 多 様 な ケ ア 環 境 と チ ー ム 体 制 に 関 す る 実 践 能 力 （ 続 き ）

18
．
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
療

養
す
る
人
と
家
族
を
支
援
す
る
能

力（
続
き
）

②
療
養
場
所
を
移
行
す
る
人
と
家
族
の
理
解
と
看
護
□
病
院
の
機
能
分
化
と
在
宅
移
行

□
療
養
場
所
移
行
を
支
え
る
チ
ー
ム
ケ
ア

□
在
宅
移
行
支
援
と
看
護

□
退
院
調
整
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割

③
在
宅
医
療
の
推
進
と
看
護
の
役
割

□
継
続
看
護

□
在
宅
医
療
と
社
会
制
度

□
在
宅
医
療
推
進
と
看
護
活
動

19
．
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る

看
護
の
質
を
改
善
す
る
能
力

（
１
）保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
仕
組
み
、
看
護
の
機
能
と
看
護
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

（
２
）
看
護
の
質
の
管
理
及
び
改
善
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

①
保
健
医
療
福
祉
制
度
お
よ
び
看
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
仕
組
み
と
組
織

□
保
健
医
療
福
祉
制
度
と
法
律

□
看
護
の
機
能

□
組
織
論

□
看
護
の
組
織

□
看
護
体
制

②
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
管
理

□
看
護
ケ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

□
看
護
と
経
営

□
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

□
看
護
の
質
評
価

□
看
護
の
費
用
対
効
果

□
看
護
活
動
の
PD
CA
サ
イ
ク
ル

20
．
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築
と

看
護
機
能
の
充
実
を
図
る
能
力

（
１
）
自
主
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
地
域
組
織
活
動
の

促
進
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

（
２
）
個
人
・
集
団
・
組
織
と
連
携
し
て
、
地
域
ケ

ア
体
制
を
構
築
す
る
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
理
解
で

き
る
。

（
３
）
地
域
に
お
け
る
健
康
危
機
管
理
及
び
そ
の

対
策
に
関
わ
る
看
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
で

き
る
。

①
自
主
グ
ル
ー
プ
育
成
と
地
域
組
織
活
動
推
進

□
地
域
組
織
活
動

□
集
団
の
形
成
・
発
達

□
自
立
・
自
律
支
援

②
個
人
・
集
団
・
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
ケ
ア

体
制
の
構
築

□
個
人
・
集
団
・
組
織
と
の
調
整

□
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

□
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

□
地
域
ケ
ア
に
関
わ
る
医
療
政
策

□
地
域
ケ
ア
の
体
制
づ
く
り

□
在
宅
で
の
看
取
り
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

③
地
域
に
お
け
る
健
康
危
機
管
理
対
策

□
健
康
危
機
発
生
時
の
緊
急
対
応
　

□
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

□
災
害
看
護
活
動

□
被
災
者
に
対
す
る
安
全
な
環
境

□
健
康
危
機
へ
の
備
え
　

□
暴
力
・
虐
待
の
早
期
発
見
と
対
応

21
．
安
全
な
ケ
ア
環
境
を
提
供

す
る
能
力

（
１
）安
全
な
ケ
ア
を
チ
ー
ム
と
し
て
組
織
的
に
提
供

す
る
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
２
）
医
療
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
理
解
し
、
必
要
な

行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
組
織
的
医
療
安
全
管
理
に
お
け
る
役
割

□
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

□
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

□
安
全
文
化
の
形
成

□
安
全
性
の
基
準

□
医
療
事
故
の
現
状
と
課
題

□
医
療
安
全
対
策

□
医
療
器
具
・
医
薬
品
管
理
の
安
全
対
策
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
9
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅴ 群　 多 様 な ケ ア 環 境 と チ ー ム 体 制 に 関 す る 実 践 能 力 （ 続 き ）

21
．
安
全
な
ケ
ア
環
境
を
提
供

す
る
能
力（
続
き
）

②
医
療
安
全
管
理

□
有
害
事
象
の
予
防（
転
倒
・
転
落
な
ど
の
事
故
、
褥
瘡
な
ど
）

□
医
療
に
よ
る
健
康
被
害（
薬
害
を
含
む
）

□
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

③
感
染
防
止
対
策

□
感
染
防
止
対
策

□
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン

22
．
保
健
医
療
福
祉
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
協
働
し
連
携
す
る

能
力

（
１
）
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
看
護
及
び
他
職
種
の

役
割
を
理
解
し
、
対
象
者
を
中
心
と
し
た
連
携
と
協

働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
２
）
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
を
保
障

す
る
た
め
に
チ
ー
ム
間
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
で

き
る
。

（
３
）
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
必
要
性
を
理
解

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
の
看
護
の
役
割
と
機
能
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
看
護
の
役
割

□
チ
ー
ム
医
療

□
保
健
医
療
福
祉
チ
ー
ム
員
の
専
門
性
と
相
互
の
尊
重

□
チ
ー
ム
の
中
で
の
看
護
専
門
職
の
役
割

□
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

□
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

□
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
運
営
方
法

□
情
報
の
共
有

②
多
職
種
協
働
と
連
携

□
保
健
医
療
福
祉
機
関
の
連
携
・
協
働

□
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

□
家
族
を
含
め
た
対
象
者
中
心
の
連
携

□
退
院
支
援
・
退
院
調
整

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

□
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携

□
地
域
保
健
・
産
業
保
健
・
学
校
保
健
と
の
連
携

③
地
域
包
括
ケ
ア
と
看
護

□
社
会
保
障
の
現
状
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
必
要
性

□
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
と
看
護

23
．
社
会
の
動
向
と
科
学
技
術

の
発
展
を
踏
ま
え
て
看
護
を
創
造

す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
能
力

（
１
）
疾
病
構
造
の
変
遷
、
疾
病
対
策
、
保
健
医
療

福
祉
対
策
の
動
向
と
看
護
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で

き
る
。

（
２
）
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
国
際
化
の
動
向

に
お
け
る
看
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

（
３
）
社
会
の
変
革
の
方
向
と
科
学
技
術
の
発
展
を

理
解
し
、
看
護
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
保
健
医
療
福
祉
制
度
や
科
学
技
術
の
発
展
等
社
会

の
動
向

□
人
口
構
成
と
疾
病
構
造

□
保
健
医
療
福
祉
の
歴
史
と
看
護

□
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
基
本
的
統
計

□
保
健
統
計
や
歴
史
を
踏
ま
え
た
看
護
の
展
望

□
看
護
行
政
と
看
護
制
度

□
医
療
保
険
制
度

□
診
療
報
酬
制
度

□
介
護
保
険
制
度

□
障
害
者
福
祉
制
度

□
最
先
端
医
療
・
再
生
医
療

□
 AI
 （
Ar
tifi
 c
ia
l I
nt
el
lig
en
ce
）、
Io
T （
In
te
rn
et
 o
f T
hi
ng
s）
等
の
看
護
へ
の
活
用

②
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
国
際
化
の
動
向

□
国
際
看
護
活
動

□
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
国
際
化
の
動
向

③
看
護
職
と
し
て
の
発
展
の
展
望

□
看
護
職
と
し
て
の
発
展
の
方
向
性
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表
　

看
護

学
士

課
程
教

育
に

お
け

る
コ

ア
コ

ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
卒
業
時
の
到
達
目
標
お
よ
び
教
育
内
容

(
例

)（
1
0
/
1
0
）

コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

卒
業
時
の
到
達
目
標（
成
果
）

教
育
内
容
の
大
項
目（
カ
テ
ゴ
リ
ー
例
）

教
育
内
容（
例
）

Ⅵ 群　 専 門 職 と し て 研 鑽 し 続 け る 基 本 能 力

24
．
生
涯
に
わ
た
り
継
続
し
て

専
門
的
能
力
を
向
上
さ
せ
る
能
力
（
１
）
自
己
の
看
護
を
振
り
返
り
、
自
己
の
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
専
門
職
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
学
習
し
続
け

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
自
己
を
評
価
し
管
理
し
て

い
く
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
自
己
研
鑽

□
看
護
の
振
り
返
り
の
方
法

□
自
己
洞
察

□
役
割
モ
デ
ル
の
活
用

□
批
判
的
分
析
力

□
論
理
的
思
考

□
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー（
情
報
活
用
力
）

□
研
究
方
法
の
活
用

□
自
己
教
育
力

□
自
己
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処

②
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

□
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

□
生
涯
学
習
と
そ
の
機
会

25
．
看
護
専
門
職
と
し
て
の
価

値
と
専
門
性
を
発
展
さ
せ
る
能
力
（
１
）
看
護
専
門
職
の
専
門
性
を
発
展
さ
せ
て
い
く

重
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

①
専
門
性
の
探
究

□
看
護
の
定
義
と
そ
の
歴
史

□
看
護
学
の
歴
史
と
発
展
過
程

□
医
療
の
歴
史

□
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

□
看
護
職
能
団
体
と
そ
の
活
用

□
看
護
政
策

□
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

□
看
護
実
践
の
範
囲
・
資
格
・
法
律

□
看
護
実
践
と
研
究
の
連
動
と
発
展

(
平

成
2
2
年

度
　

先
導

的
大

学
革

新
推

進
委

託
事

業
　
「

看
護

系
大

学
に

お
け

る
モ

デ
ル

・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
に
関
す
る
調
査
研
究
」
報
告
書
　
資
料
５
を
改
変
）


